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平成 24 年９月
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救助訓練で
県防災ヘリが出動
　８月 19 日、町では多数の負傷者が発生
した際、関係機関との連携と情報伝達の確
立を図るため、防災訓練を実施しました。
この日は、鹿児島県消防防災ヘリコプター

「さつま」を使った救助訓練も行われ、関
係者は迅速な行動で訓練を実施しました。

　　　　　　　　 　◎関連記事＝Ｐ 11

長島
な     が     し     ま

広報

９



女
性
の
声
を
町
政
に
届
け
よ
う

長
島
町
女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会

　

町
で
は
、
女
性
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
７
月
23
日
、

25
日
、
30
日
の
3
日
間
「
長
島
町

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
鷹
巣
会
場
、
指
江
会

場
、
獅
子
島
会
場
の
3
カ
所
で
行

わ
れ
、
町
内
の
各
地
域
の
女
性
代

表
50
人
が
参
加
。
町
か
ら
は
、
川

添
健
町
長
を
は
じ
め
、
協
議
テ
ー

マ
に
関
係
す
る
担
当
職
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

協
議
テ
ー
マ

▼
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
づ
く
り

［
景
観
推
進
課
］

▼
ご
み
の
減
量
化
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
）

　［
保
健
衛
生
課
］

▼
女
性
起
業
グ
ル
ー
プ
［
水
産
商
工
課
］

▼
小
・
中
学
校
統
廃
合

［
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
］

　

は
じ
め
に
、
川
添
健
町
長
が
町

の
財
政
状
況
や
事
業
、
今
後
の
町

の
将
来
像
な
ど
語
り
「
身
近
な
こ

と
か
ら
で
も
結
構
で
す
。
屈
託
の

な
い
女
性
の
声
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
４
つ
の
協
議
テ
ー

マ
に
基
づ
い
て
進
行
さ
れ
、
担
当

職
員
か
ら
テ
ー
マ
の
説
明
を
受
け

た
後
、
参
加
者
か
ら
、
活
発
で
貴

重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
鷹
巣
会
場
】

◆
町
の
学
校
統
廃
合
実
施
計
画
で

統
廃
合
は
平
成
29
年
度
以
降
と

な
っ
て
い
る
が
、
早
急
に
で
き
な

い
か
。

［
回
答
］

　

保
護
者
か
ら
は
で
き
る
だ
け
早

く
と
の
声
も
あ
る
。
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

◆
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、
小
学

校
は
少
数
の
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。
先
生
の
目
が
行
き
届
く

こ
と
で
、
安
心
し
て
学
校
生
活
が

送
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

［
回
答
］

　

小
規
模
校
は
、
手
の
届
く
教
育

が
で
き
学
力
が
高
い
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
、
小
規
模
校
か
ら
中

学
、
高
校
に
進
学
後
、
学
習
内
容

や
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
に
な
じ
む

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
先
生

と
の
距
離
感
が
つ
か
め
な
い
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
統
廃
合

計
画
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

◆
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て
、
７
月
１

日
か
ら
ダ
イ
ヤ
改
正
が
あ
っ
た

が
、
火
ノ
浦
地
区
が
不
便
に
な
っ

た
と
聞
く
。
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
は

で
き
な
い
か
。

［
回
答
］

　

平
成
18
年
３
月
20
日
の
合
併
以

来
始
め
て
の
改
正
で
あ
る
。
町
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
平
日

運
行
の
統
一
に
よ
り
利
便
性
を
向

上
さ
せ
運
行
を
確
保
し
た
。
火
ノ

浦
地
区
は
、
定
期
バ
ス
や
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
も
運
行
し
て
お
り
、
併
用

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
も
乗
降
調
査
を
実
施
し
、
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
の
、

第
１
回
と
第
２
回
の
花
の
植
栽
面

積
が
違
っ
た
の
か
。
第
２
回
は
お

客
さ
ん
か
ら
花
が
少
な
い
と
の
声

が
あ
っ
た
。

［
回
答
］

　

第
1
回
は
３
会
場
で
開
催
し
、

第
２
回（
今
年
）は
２
会
場
と
な
っ

た
。
ま
た
今
年
は
会
場
も
狭
く
、

花
の
開
花
時
期
が
遅
れ
生
育
が
悪

か
っ
た
。
第
３
回
を
計
画
し
て
い

る
の
で
、
意
見
な
ど
を
十
分
反
映

さ
せ
て
計
画
し
た
い
。

町の施策に質問する参加者（鷹巣会場）町の現状など話す川添町長（鷹巣会場）
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◆
徳
之
島
で
観
光
バ
ス
に
乗
車
し

た
際
、
個
人
宅
の
庭
園
を
紹
介
さ

れ
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
町

で
も
個
人
宅
の
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

［
回
答
］

　

町
で
は
、
花
づ
く
り
は
人
づ
く

り
と
位
置
付
け
、
行
政
主
体
で
は

な
く
町
民
主
体
に
よ
る
花
の
町
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
。
個
人
宅
の

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
み
た
い
。

◆
生
ご
み
を
処
理
す
る
を
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
作
り
方
を

学
ん
で
、
非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
。
婦
人
会
な
ど
で
紹
介
し
た
い

が
、
説
明
資
料
な
ど
を
町
が
準
備

し
て
く
れ
る
の
か
。

［
回
答
］

　

説
明
会
の
日
程
を
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
資
料
を
準
備
し
職
員
を

派
遣
さ
せ
る
。

【
指
江
会
場
】

◆
学
校
統
廃
合
で
、
廃
校
後
の
利

用
計
画
は
あ
る
の
か
。

［
回
答
］

　

具
体
的
な
計
画
は
な
い
。
今
後

統
廃
合
に
向
け
、
校
区
内
の
要
望

な
ど
を
聞
き
地
元
と
協
議
し
た

い
。

◆
女
性
グ
ル
ー
プ
の
水
産
加
工
品

を
だ
ん
だ
ん
市
場
に
出
品
し
て
い

る
が
町
外
の
品
物
が
多
い
。
地
元

特
産
品
を
売
り
出
す
た
め
に
も
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
が
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］

　

当
初
町
内
の
販
売
品
が
少
な
く

近
隣
の
商
品
を
扱
っ
た
経
緯
が
あ

る
。
今
後
も
町
内
の
加
工
グ
ル
ー

プ
に
特
産
品
開
発
を
促
し
、
町
内

の
商
品
を
中
心
に
扱
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
要
請
し
た
い
。

◆
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
資

材
で
、
調
整
ピ
ー
ト
モ
ス
と
無
調

女性の視点が大事だと話す川添町長（指江会場）

町の発展を願い意見を述べる参加者（指江会場）

整
ピ
ー
ト
モ
ス
の
２
種
類
あ
る

が
、
ど
の
タ
イ
プ
が
必
要
か
。

［
回
答
］

　

調
整
ピ
ー
ト
モ
ス
は
、
肥
料
な

ど
を
配
合
し
て
あ
り
、
無
調
整

ピ
ー
ト
モ
ス
を
使
用
し
た
ほ
う
が

良
い
。

◆
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
容

器
は
紙
製
の
も
の
で
な
い
と
い
け

な
い
の
か
。
出
さ
れ
る
生
ご
み
の

量
次
第
で
は
、
１
個
よ
り
２
個
準

備
し
た
ほ
う
が
良
い
の
か
。

［
回
答
］

　

通
気
性
が
必
要
な
こ
と
か
ら
ダ

ン
ボ
ー
ル
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
。
１

離島ならではの意見が続出（獅子島会場）

ぐるっとフラワーロードづくりについ
て説明を受ける参加者（獅子島会場）

個
の
コ
ン
ポ
ス
ト
で
処
理
で
き
る

量
は
決
ま
っ
て
お
り
、
生
ご
み
の

量
が
多
い
場
合
は
い
く
つ
か
あ
っ

た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

◆
花
フ
ェ
ス
タ
会
場
は
メ
イ
ン
会

場
、
サ
ブ
会
場
な
ど
約
10
分
程
度

で
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
る
。
終

日
楽
し
ま
せ
る
会
場
と
工
夫
が
必

用
で
は
な
い
か
。

［
回
答
］

　

会
場
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
工

夫
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
第
３

回
花
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
十
分
に
検

討
し
、
町
民
総
参
加
型
の
イ
ベ
ン
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ト
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
方
向

付
け
し
た
い
。

◆
蔵
之
元
校
区
に
は
、
学
童
保
育

が
な
い
。
共
働
き
が
多
く
保
護
者

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
設
置
で

き
な
い
か
。

［
回
答
］

　

学
童
保
育
は
小
学
校
低
学
年

（
１
～
３
年
生
）
が
対
象
に
な
っ

て
い
る
。
鷹
巣
小
に
つ
い
て
は
行

政
が
実
施
し
、
他
の
校
区
は
保
育

園
が
行
っ
て
い
る
。
ど
の
程
度
、

利
用
者
の
要
望
が
あ
る
か
調
査
し

た
い
。

◆
企
業
な
ど
へ
の
貸
し
出
し
図
書

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
学
校
図

書
館
を
一
般
開
放
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］

　

平
成
22
年
度
ま
で
移
動
図
書
館

事
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
車
の
老

朽
化
と
運
行
経
費
の
関
係
で
廃
止

し
た
。
学
校
図
書
館
の
一
般
開
放

は
学
校
長
の
判
断
で
あ
る
が
、
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。

◆
独
居
老
人
宅
の
木
の
伐
採
や
草

払
い
を
昨
年
度
実
施
し
て
も
ら
っ

た
。
今
年
度
も
し
て
も
ら
え
る
の

か
。

［
回
答
］

　

今
年
度
は
獅
子
島
地
区
を
優
先

的
に
計
画
し
て
い
る
が
、
本
島
地

区
の
要
望
に
つ
い
て
も
対
応
し
た

い
。

◆
町
の
特
産
品
食
材
で
作
っ
た
ワ

ン
コ
イ
ン
食
堂
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
長
島
高
校
跡
地
で
ワ
ン
コ

イ
ン
食
堂
街
は
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］

　

良
い
ア
イ
デ
ア
で
参
考
と
し
た

い
。
各
イ
ベ
ン
ト
で
料
理
を
提
供

す
る
よ
う
、
参
加
者
（
団
体
）
に

募
集
を
か
け
た
い
。
長
島
高
校
跡

地
で
の
ワ
ン
コ
イ
ン
食
堂
街
は
無

理
と
考
え
る
。

【
獅
子
島
会
場
】

◆
平
成
25
年
４
月
に
獅
子
島
地
区

の
小
中
併
設
校
が
開
校
す
る
が
、

来
年
度
か
ら
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
は
ど
う
な
る
の
か
。

［
回
答
］

　

学
校
統
合
に
よ
り
獅
子
島
全
体

の
バ
ス
の
運
行
を
根
本
か
ら
見
直

す
こ
と
に
な
る
。
現
在
各
バ
ス
の

運
行
状
況
を
調
査
し
整
理
し
て
い

る
。
児
童
生
徒
や
住
民
、
観
光
客

に
も
利
便
性
の
あ
る
バ
ス
運
行
を

目
指
し
た
い
。

◆
獅
子
島
内
に
働
く
場
所
が
少
な

い
。
昨
年
度
ま
で
あ
っ
た
雇
用
対

策
は
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］

女性の視点で
長島を変える

町内沿道に咲くツワブキとケイトウの花

長島町女性の声を聴く 101 の会

８
月
８
日　

御
八
日
踊
り

　

今
年
度
は
、
国
道
・
県
道
の
主

要
道
路
を
中
心
に
実
施
し
、
獅
子

島
地
区
は
計
画
し
て
い
な
い
。
本

島
内
で
の
雇
用
と
な
る
と
、
フ
ェ

リ
ー
運
賃
、
送
迎
バ
ス
の
問
題
が

あ
る
な
ど
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

◆
平
成
25
年
か
ら
片
側
地
区
に
小

中
併
設
校
が
開
校
す
る
が
、
幣
串

小
と
獅
子
小
の
教
職
員
住
宅
は
ど

う
な
る
の
か
。

［
回
答
］

　

教
諭
は
、
全
員
片
側
地
区
に
住

む
の
で
は
な
く
既
存
の
地
域
に
分

散
し
て
居
住
さ
せ
た
い
。
統
合
で

空
き
家
に
な
っ
た
教
職
員
住
宅
に

つ
い
て
は
事
務
手
続
き
後
、
島
民

の
皆
さ
ん
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
。

◆
獅
子
島
中
学
校
に
あ
る
学
校

プ
ー
ル
開
放
に
つ
い
て
、
小
学
５

年
生
以
上
は
一
人
で
利
用
で
き
る

が
、
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
な
い
と
利
用
で
き
な
い
。
４
年

生
か
ら
一
人
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］

　

学
校
プ
ー
ル
の
開
放
は
学
校
長

の
判
断
で
あ
る
。
プ
ー
ル
は
事
故

が
一
番
心
配
で
あ
る
た
め
、
学
校

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
獅
子
島
中
に
は
男
子
バ
レ
ー
部

が
あ
る
が
、
今
年
度
は
部
員
が
一

人
足
り
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
各

大
会
に
は
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
参

加
し
て
お
り
、
練
習
や
遠
征
な
ど

に
行
く
場
合
の
離
島
補
助
と
し

て
、
フ
ェ
リ
ー
運
賃
補
助
が
で
き

な
い
か
。

［
回
答
］

　

離
島
な
ら
で
は
の
特
別
事
情
と

認
識
し
て
い
る
。
本
年
度
、
離
島

振
興
法
の
改
正
が
な
さ
れ
る
こ
と

か
ら
計
画
書
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
離
島
活

性
化
交
付
金
等
事
業
に
基
づ
き
、

交
付
金
ま
た
は
補
助
金
で
対
応
で

き
な
い
か
担
当
課
と
協
議
し
、
検

討
す
る
。

◆
先
般
新
聞
で
「
離
島
高
校
生
に

30
万
円
」
と
新
制
度
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
が
、
詳
し
く
教
え
て
ほ
し

い
。

［
回
答
］

　

文
部
科
学
省
の
離
島
高
校
生
修

学
支
援
費
事
業
で
あ
る
。
町
で
は

こ
の
事
業
を
導
入
す
る
た
め
、
離

島
高
校
生
修
学
助
成
金
交
付
要
綱

を
制
定
す
る
計
画
で
あ
る
。
助
成

金
の
交
付
額
に
つ
い
て
は
、
国
の

基
準
で
あ
る
年
額
15
万
円
の
見
込

み
と
な
る
。

x
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伝承の舞で鎮魂を願う

８
月
８
日　

御
八
日
踊
り

　

本
町
の
伝
統
行
事
で
あ
る
御
八
日
踊
り
が
８
月
８
日
、
町
内
の
神

社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
各
神
社
で
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
各
地
区
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
か
ね
踊
り
や
棒
踊
り
、
種
子
島
踊
り
、
か
さ
踊
り
、

手
踊
り
な
ど
多
彩
な
舞
が
披
露
さ
れ
、
か
ね
や
太
鼓
の
音
が
、
町
内

一
円
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

城
川
内
の
若
宮
神
社
で
は
、
正
午
か
ら
各
地
区
の
踊
り
子
た
ち
が

次
か
ら
次
へ
と
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
勇
壮
な
舞
を
披
露
し
、
観

覧
に
訪
れ
た
地
区
民
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

山
門
野
地
区
で
は
、
子
ど
も
や
青
壮
年
に
よ
る
か
ね
踊
り
が
７
年

ぶ
り
に
奉
納
さ
れ
、
同
地
区
の
南
方
神
社
な
ど
８
カ
所
で
、
か
ね
や

太
鼓
を
手
に
次
々
と
隊
形
を
変
え
て
い
く
活
発
な
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
鷹
巣
種
子
島
踊
り
保
存
会
は
、
同
地
区
の
八
幡

神
社
を
皮
切
り
に
、
町
の
商
店
街
な
ど
最
多
の
18
会
場
を
練
り
歩
く

な
ど
、
通
り
が
か
っ
た
町
外
者
も
車
を
止
め
、
踊
り
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

由来　
　御八日踊りは、1565 年３月、 野田領主島津忠兼が、 城川内の堂崎城主天草越前正を攻め滅ぼし、 島
津領としましたが、甥の出水領主島津義虎に同年旧暦７月８日、出水城で謀殺されました。その後、長
島全土に悪疫が流行したので、島民はこれを忠兼のたたりとして、その霊を慰めるために、若宮神社に
忠兼の御霊を祀り、毎年旧暦７月８日に大祭をして、踊りを奉納するようになりました。

７年ぶりに奉納された山門野地区
のかね踊り（潟集落若宮神社）

薄井集落の手踊り（鷹巣の八幡神社）

唐隈郷土芸能保存会による棒踊り
（城川内集落若宮神社）

鷹巣種子島踊り保存会の種子島踊り
（鷹巣診療所前）

城川内郷土芸能保存会によるかね踊り
（城川内集落若宮神社）5 広 報 な が し ま



横断成功！
獅子島幣串と薄井竹島間

獅子島カヌー横断大会

伊唐大橋を前にする 20 ㌔の先頭者

幣串を出港した 20 ㌔の選手たち

幣 串 集 落 を 背 に ７ ㌔ の 横 断 に
チャレンジする子どもたち

船団を組み、ゴールの竹島（薄井漁港）を目指す子どもたち

７ ㌔ の 横 断 で、 ゴ ー ル の
竹島に近づく子どもたち
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獅
子
島
幣
串
と
薄
井
竹
島
間
の

７
㌔
を
横
断
す
る
コ
ー
ス
と
、
同

幣
串
か
ら
伊
唐
島
一
周
20
㌔
を
回

る
、
獅
子
島
カ
ヌ
ー
横
断
大
会

が
、
８
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
７
㌔
コ
ー
ス

に
町
内
の
小
中
学
生
60
人
が
、
20

㌔
コ
ー
ス
に
町
外
か
ら
11
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

小
中
学
生
の
参
加
者
ら
は
、
宮
ノ

浦
港
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
船
5
隻
で

幣
串
に
渡
り
ま
し
た
。
開
会
式
で

池
田
卓
男
実
行
委
員
長
は
「
初
め

て
の
試
み
と
な
っ
た
今
大
会
。
町

お
こ
し
と
し
て
今
後
も
続
け
て
行

き
た
い
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
最
後

ま
で
頑
張
っ
て
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
午
前
11
時
30
分
に
20
㌔

コ
ー
ス
の
選
手
が
花
火
の
号
砲
で

ス
タ
ー
ト
。
幣
串
沖
の
島
々
の
間

を
抜
け
、
伊
唐
島
を
目
指
し
ま
し

た
。
八
代
海
に
入
る
と
台
風
の
影

響
で
風
波
が
あ
り
ま
し
た
が
順
調

に
こ
ぎ
進
み
、
コ
ー
ス
の
終
盤
は

伊
唐
大
橋
の
真
下
を
通
過
し
、
約

2
時
間
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

7
㌔
コ
ー
ス
は
、
午
後
1
時
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
応
援
に
駆

け
つ
け
た
家
族
ら
か
ら
「
頑
張
っ

て
」
と
声
援
が
か
け
ら
れ
る
と
、

選
手
ら
は
オ
ー
ル
を
立
て
、
敬
礼

の
意
味
で
も
あ
る
櫂か

い
た立

て
で
、
お

礼
の
合
図
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
、
７
隻
の
救
助
船
と

牛
深
に
配
属
さ
れ
て
い
る
海
上
保

安
庁
の
巡
視
船
が
見
守
る
中
、
獅

子
島
を
背
に
隊
列
を
整
え
な
が
ら

力
強
く
ゴ
ー
ル
地
点
に
向
か
っ
て

一
こ
ぎ
一
こ
ぎ
前
に
進
み
ま
し

た
。
時
折
、
潮
の
流
れ
や
う
ね
り

で
苦
戦
す
る
場
所
も
あ
り
ま
し
た

が
、
１
時
間
30
分
で
薄
井
の
竹
島

へ
全
員
が
無
事
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　

今
回
初
め
て
挑
戦
し
、
横
断
制

覇
を
成
し
遂
げ
た
獅
子
島
小
学
校

の
梅
川
翔
平
く
ん
（
６
年
）
は
「
波

が
高
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
疲
れ
た

が
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
参
加
し

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

前
日
の
24
日
は
、
横
断
大
会
に

あ
わ
せ
て
、
獅
子
島
の
未
来
を
描

く
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
前
夜
祭
が
、
獅

子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
獅
子
島
の
住
民
ら
約
80
人
が

参
加
。
有
識
者
に
よ
る
離
島
産
業

活
性
化
策
の
報
告
や
獅
子
島
の
現

状
と
将
来
像
に
つ
い
て
池
田
安
彦

さ
ん
の
発
表
、「
獅
子
島
振
興
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
川
添

町
長
ら
が
入
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
活
発
な
意

見
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
獅
子
島
住
民
や

20
㌔
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
選
手
、

関
係
者
ら
を
交
え
た
前
夜
祭
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
親
交
を
図
り
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
片
側
集
落
の

婦
人
会
員
ら
は
、
大
漁
旗
を
使
用

し
た
手
づ
く
り
の
法
被
を
ま
と
い

踊
り
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

①

②

③

④

①「獅子島の未来を描くフォーラム」 で、 海外
における離島振興事例を話す長嶋俊介氏
② パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で 獅 子 島 振 興 を 訴
え、意見を述べる参加者
③横断大会の前夜祭で、 踊りで歓迎する片側集
落の婦人会の皆さん
④フォーラム関係者や横断大会の参加者、 獅子
島の皆さんが懇親を深めた前夜祭

7 広 報 な が し ま



「ながしま恵比寿市」オープン

恵
比
寿
市
盛
況･･･

茅
屋
漁
港

朝
市
が
毎
月
、
第
４
日
曜
日
に
開
催
予
定

銀色が光る新鮮なタチウオを購入する客

女性グループによるアジの開きなど

ヤ ノ イ オ（ バ リ・ ア
イ ゴ ） は、 背 び れ な
ど に 毒 が あ る た め、
安全に切って販売

川添町長らが装った〝七福神〟が登場
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８
月
26
日
、
午
前
9
時
か
ら
正

午
ま
で
「
な
が
し
ま
恵
比
寿
市
」

が
茅
屋
漁
港
の
市
場
で
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
５
０
０
人

が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
月
第
４
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
、
長
島
で
水
揚
げ
さ
れ

る
魚
貝
類
の
地
産
地
消
と
、
価
格

が
低
迷
し
て
い
る
水
産
物
に
付
加

価
値
を
付
け
販
売
を
促
進
さ
せ
る

取
り
組
み
。
北
さ
つ
ま
漁
協
や
地

元
の
漁
業
者
、
水
産
加
工
品
の
販

売
者
な
ど
が
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
第
1
回
記
念
市
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
20
店
舗
が
出

店
。
棒
受
け
網
漁
で
、
こ
の
日
の

朝
水
揚
げ
さ
れ
た
ア
ジ
や
サ
バ
、

ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
ほ
か
カ
ン
パ
チ
、

タ
コ
、
ヤ
ノ
イ
オ
（
バ
リ
・
ア
イ

ゴ
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
魚
貝
類
と

ア
ジ
の
開
き
や
佃
煮
、
ミ
ナ
な
ど

の
加
工
品
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
長

島
特
産
の
さ
つ
ま
い
も
と
鹿
児
島

黒
毛
和
牛
な
ど
も
特
価
で
販
売
さ

れ
、
来
客
者
か
ら
喜
ば
れ
ま
し

た
。

　

午
前
9
時
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
、
長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
恵

比
寿
市
の
応
援
歌
を
演
奏
。
そ
の

後
、
川
添
健
町
長
ら
が
扮
し
た
福

を
も
た
ら
す
神
〝
七
福
神
〟
も
登

場
す
る
な
ど
、
朝
市
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
先
着
50
人
の
タ
コ
の
つ

か
み
取
り
に
は
申
し
込
み
が
殺
到

し
、
準
備
さ
れ
た
水
槽
に
入
っ
て

逃
げ
回
る
タ
コ
を
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
。
つ
か
ま
え
て
も
手
に
吸

い
付
く
な
ど
四
苦
八
苦
の
様
子
で

し
た
が
、
見
物
客
か
ら
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
大
人
も
子
ど
も
も

大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
午

前
11
時
か
ら
は
、
当
た
り
く
じ
が

入
っ
た
も
ち
投
げ
も
あ
り
、
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
朝
市
を
企
画
し
た
赤
瀬

忠
幸
実
行
委
員
長
は
「
茅
屋
で
水

揚
げ
さ
れ
る
水
産
物
は
さ
ま
ざ

ま
。
今
後
は
鮮
魚
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
付
加
価
値
を
付
け
た
加
工
品

の
販
売
を
促
進
し
、
所
得
向
上
に

つ
な
げ
地
域
の
活
性
化
を
ね
ら
い

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
来
た
城
野
克
己

さ
ん
は
「
開
催
を
チ
ラ
シ
で
知

り
、
午
前
6
時
過
ぎ
に
出
発
し
て

き
た
。
タ
イ
や
イ
セ
エ
ビ
、
ア
ラ

カ
ブ
を
買
っ
た
。
今
日
は
刺
身
と

み
そ
汁
に
し
て
食
べ
た
い
」
と
話

し
、
満
足
の
様
子
で
し
た
。　

当たりくじが入ったもち投げ

魚以外に牛肉なども販売

棒受け網漁で捕れたアジやウルメイワシ

四苦八苦したタコのつかみ取り長島で捕れたイセエビ

アラカブとクロイオ（メジナ）

近くの湾内で養殖されているヒオウギ貝

女性グループによるアジの開きなど形 の 良 い マ ダ イ や
カンパチ

ブダイなど特価で販売

9 広 報 な が し ま



第
41
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

中
央
分
団
が
33
年
ぶ
り
に
優
勝
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）

　
　
　
　  
ポ
ン
プ
車
の
部
は
蔵
之
元
分
団
が
６
位
入
賞

第
29
回
鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会

小型ポンプの部で優勝した中央分団の選手ら

出場した選手と町の関係者

　

８
月
30
日
、
第
29
回
鹿
児
島
県

消
防
操
法
大
会
が
、
鹿
児
島
県
消

防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
出
水
支
部
の
代
表

と
し
て
長
島
町
消
防
団
の
2
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
出
場
し
た
中
央
分
団
が
、
33
年

ぶ
り
に
県
大
会
で
優
勝
し
ま
し

た
。
ポ
ン
プ
車
の
部
に
は
蔵
之
元

分
団
が
出
場
。
6
位
入
賞
と
な
り

2
チ
ー
ム
と
も
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
支
部
大
会
を
制
覇

し
た
県
内
の
11
地
区
の
消
防
団
員

の
選
手
が
集
ま
り
、
消
防
ポ
ン
プ

の
操
作
技
術
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
こ
れ
ま
で
重

ね
て
き
た
訓
練
成
果
を
披
露
し
、

会
場
に
は
関
係
者
や
家
族
、
友
人

な
ど
が
詰
め
掛
け
声
援
を
送
り
ま

し
た
。

 

優
勝
し
た
小
型
ポ
ン
プ
の
部
の

ポンプ車の部で６位入賞した蔵之元分団の選手ら

指
揮
者
、
豊
田
宏
光
さ
ん
は
「
日

頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
団
員
や
関
係
者

の
協
力
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
て
の
た
ま
も
の
。
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
喜
び

を
声
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
出
場
し
た
選
手
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

　
【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

　
　
［
指
揮
者
］
豊
田　

宏
光　

　
　
［
１
番
員
］
竹
山　
　

茂

　
　
［
２
番
員
］
上　
　

晃
盛　

　
　
［
３
番
員
］
木
上　

慎
吾

　
【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

　
　
［
指
揮
者
］
藤
川　

哲
也

　
　
［
１
番
員
］
脇
田　

裕
樹

　
　
［
２
番
員
］
二
階
堂
博
樹

　
　
［
３
番
員
］
竹
田　
　

晃

　
　
［
４
番
員
］
冷
水　

裕
介
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大型バスと
乗用車が衝突！
　   がけ下で救助を待つ

　

町
で
は
８
月
19
日
、
長
島
町
防

災
訓
練
を
鷹
巣
ダ
ム
周
辺
と
鷹
巣

運
動
場
で
実
施
し
、
町
関
係
者
や

長
島
町
消
防
団
、
阿
久
根
警
察
署

な
ど
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
大
型
観
光
バ
ス
と
乗

用
車
が
鷹
巣
ダ
ム
付
近
で
衝
突

し
、
乗
用
車
が
５
㍍
下
の
が
け
に

転
落
。
バ
ス
の
乗
客
な
ど
30
人
以

上
が
重
軽
傷
を
負
い
、
鹿
児
島
県

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
救
助

出
動
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
消
防
団
員
ら
が
負
傷

者
と
救
助
役
に
な
る
な
ど
実
際
の

事
故
現
場
を
想
定
し
、
対
策
本
部

で
は
事
故
発
生
後
、
状
況
把
握
や

「長島町防災訓練」を実施

救助隊による引揚救助訓練

関 係 機 関 と の 情 報
伝達訓練

負 傷 者 を 発 見 し、 防 災 ヘ
リ へ の 引 揚 げ を 準 備 す る
救助隊員

第
41
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

東
・
長
島
分
遣
所
チ
ー
ム
は
入
賞

　

第
41
回
全
国
救
助
技
術
大
会
が

8
月
7
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
複
雑
多
様
化
す

る
災
害
現
場
に
対
応
で
き
る
技
術

と
、
強
じ
ん
な
体
力
、
精
神
力
を

養
う
こ
と
が
目
的
で
、
こ
の
日

は
、
鹿
児
島
県
代
表
地
し
て
、
本

町
の
東
・
長
島
分
遣
所
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
51
チ
ー
ム
中
23
位
の
成

績
で
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
出
場
し
た
の
は
、
永
田
康

夫
さ
ん
、
中
村
文
俊
さ
ん
、
宮
脇

祐
二
さ
ん
の
チ
ー
ム
で
、
日
ご
ろ

鍛
え
抜
い
た
救
助
技
術
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

種
目
は
3
人
1
組
で
、
空
気
呼

吸
器
を
装
着
し
た
隊
員
が
救
助
者

を
屋
外
に
救
出
す
る
タ
イ
ム
を
競

い
、
選
手
ら
は
、
連
日
の
訓
練
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
永
田
康
夫
さ
ん
は

「
全
国
大
会
で
緊
張
し
た
が
、
日

ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
発
揮
で
き

た
。
今
後
も
日
々
訓
練
に
励
み
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

開会式が行われた、ゆりかもめ新豊洲駅前特設会場

スタートの出番を待つ、永田さん（左）と
宮脇さん（右）

救
助
、
救
護
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

あ
わ
せ
て
、
県
と
近
隣
市
町
へ

の
応
援
要
請
、
広
報
活
動
と
し
て

メ
デ
ィ
ア
な
ど
へ
の
対
応
を
確
認

し
ま
し
た
。
要
請
さ
れ
た
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
「
さ
つ
ま
」
は
、
20

分
後
に
ご
う
音
と
と
も
に
到
着

し
、
救
助
隊
は
負
傷
者
を
実
際
に

引
揚
げ
る
な
ど
、
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
た
実
践
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

　

訓
練
終
了
後
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
の
作
成
に
向
け
た
検
討
会
も

実
施
さ
れ
、
万
が
一
の
事
態
に
備

え
ま
し
た
。
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i n f o r m a t i o n

長島町観光キャンペーンレディ募集
　町では、第２代観光キャンペーンレディを募集します。
　このキャンペーンレディは、町のイベントや観光ＰＲ、長島
町のイメージアップのため、町内はもとより、県内外で活躍し
ます。

【募集要項】
　◆募集人員　2 名
　◆応募資格
　　町内に居住の、満 18 歳以上 30 歳以下の心身
　ともに健康で長島が好きな未婚の女性（ただし、
　学生は除く）。
　◆契約期間
　　 平 成 24 年 10 月 1 日 ～ 平 成 25 年 3 月 31 日
　までの 6 カ月間。（月 20 日間勤務）
　◆応募方法
　　履歴書と上半身の写真 1 枚を役場水産商工課
　まで持参（郵送も可）。
　◆応募期限　９月 21 日（金）必着

◎問い合わせ先
　水産商工課商工観光係
　☎（86）1111　［内線 1363］

「
広
報
な
が
し
ま
縮
刷
版
」
を
販
売

　

旧
長
島
町
で
発
刊
さ
れ
た
広
報
紙
〝
広
報
な
が
し
ま

縮
刷
版
〟
を
限
定
販
売
し
ま
す
。

　

今
回
販
売
す
る
こ
の
縮
刷
版
は
、
昭
和
26
年
5
月
に

発
刊
さ
れ
た
〝
西
長
島
村
政
だ
よ
り
〟
か
ら
始
ま
り
、

平
成
18
年
3
月
号
（
最
終
号
）
ま
で
の
〝
広
報
な
が
し

ま
〟
が
掲
載
さ
れ
、
全
5
巻
と
な
り
ま
す
。

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
お
早
め
に
企
画
財
政
課
広
報
係
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
縮
刷
版
の
詳
細

　

・
第
1
巻
（
昭
和
26
年
5
月
～
昭
和
49
年
12
月
号
）

　

・
第
２
巻
（
昭
和
50
年
１
月
～
昭
和
59
年
12
月
号
）

　

・
第
３
巻
（
昭
和
60
年
１
月
～
平
成
４
年
12
月
号
）

　

・
第
４
巻
（
平
成
５
年
１
月
～
平
成
12
年
12
月
号
）

　

・
第
５
巻
（
平
成
13
年
１
月
～
平
成
18
年
３
月
号
）

○
価
格

　

1
巻
＝
１
０
０
０
円

※
第
1
巻
、
第
2
巻
に
つ
い
て
は
平
成
3
年
3
月
に
、

第
３
巻
～
第
５
巻
は
平
成
18
年
3
月
に
発
刊
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
部
色
あ
せ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今回販売される “広報ながしま縮刷版”

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
広
報
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
１
２
５
５
］

↑町のイベントを紹介する
　キャンペーンレディ
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↑ 平 成 24 年 長 島 町 成 人 式 で 混 雑 す る
　会場ロビー

稲わらは
大切な資源です

平成 25 年長島町成人式のご案内

肉
用
牛
振
興
協
議
会
出
水
支
部
で
は
、
平
成
24
年
度
産
出
水

地
域
稲
わ
ら
参
考
価
格
を
決
定
し
ま
し
た
。
稲
わ
ら
は
畜
産
農

家
に
と
っ
て
大
切
な
粗
飼
料
資
源
で
す
。
で
き
る
だ
け
野
焼
き

を
せ
ず
、
肉
用
牛
農
家
に
販
売
も
し
く
は
譲
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
平
成
24
年
度
産
稲
わ
ら
価
格
】

○
掛
け
干
し
さ
れ
た
稲
わ
ら
価
格

　

・
作
付
け
面
積
10
㌃
当
た
り　

９
０
０
０
円

○
コ
ン
バ
イ
ン
で
切
り
落
と
し
た
稲
わ
ら
価
格　
　

　

・
作
付
け
面
積
10
㌃
当
た
り　

４
５
０
０
円

【
規
格
お
よ
び
条
件
】

○
十
分
に
乾
燥
さ
せ
、
長
期
保
存
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
。

○
車
両
が
隣
接
可
能
な
場
所
に
集
積
し
て
あ
る
こ
と
。

○
雨
天
の
場
合
、
稲
作
農
家
に
お
い
て
は
稲
わ
ら
が
濡
れ
な
い

よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を
か
け
る
こ
と
。

【
稲
わ
ら
と
堆
肥
を
交
換
す
る
場
合
の
堆
肥
の
量
】

○
10
㌃
当
た
り

　

２
ト
ン
車
１
台
分　

　

堆
肥
は
十
分
に
発
酵
さ
せ
た
完
熟(

良
質)

堆
肥
と
す
る
。

○
良
質
堆
肥
の
使
用
目
安

　

水
稲
10
㌃
当
た
り
１
ト
ン

　

良
質
堆
肥
２
ト
ン
車
１
台
分
が
相
当
し
ま
す
。

※
右
記
条
件
に
適
合
し
な
い
場
合
は
、
両
者
で
協
議
の
上
、
決

定
す
る
こ
と
。

　町では、平成 25 年長島町成人式を開催します。
　新成人者で、現に長島町に住民票を置いているかたおよ
び町外居住者であっても町内の中学校を卒業し、家族が現
に長島町に居住しているかたを対象にしています。

◆期　日　　平成 25 年１月４日（金）
　　　　　　午後１時 30 分～３時
◆場　所　　長島町開発総合センター
◆対象者　　平成４年４月 2 日～平成５年４月 1 日に生ま
　　　　　　れたかた。
◆会　費　　1,000 円
　　　　　　※町から記念写真、記念品の贈呈があります。
◆案内状　　11 月中旬発送

◎問い合わせ先
　長島町教育委員会社会教育課
　☎（86）1111　［内線 2233］

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　

農
林
課
畜
産
係　

　

☎
（
86
）
１
１
１
1

 　
［
内
線
２
１
４
４
］
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i n f o r m a t i o n

所得税申告に気をつけて

　現行の記帳・帳簿などの保存制度対象者は、白色申告のかたのうち前々年分ある

いは、 前年分の事業所得などの金額の合計額が 300 万を超えるかたですが、 平成

26 年１月から保存制度対象となるかたが拡大されます。

○対象者

　事業所得、不動産所得または山林所得を

生ずべき業務を行うすべてのかたです（※

所得税の申告が必要ないかたも対象）。

○記帳する内容

　売り上げなどの収入金額、仕入れやその

他の必要経費に関する事項を帳簿に記載し

ます。記帳にあたっては、一つ一つの取引

ごとではなく日々の合計金額のみをまとめ

て記載するなど、簡易な方法で記載しても

結構です。

○保存するもの

　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほ

か、取引にともなって作成した帳簿や受け

取った請求書・領収書などの書類を保存し

ます。

［ ］
○保存期間

　［帳簿］

　①収入金額や必要経費を記載した帳簿

･･･（７年）

　②業務に関して作成した①以外の帳簿

･･･（５年）

　［書類］

　①決算に関して作成した棚卸表、その他

　の書類 ･･･（５年）

　②業務に関して作成し、または受領した

　請求書、納品書、送り状、領収書などの

　書類 ･･･（５年）

◎問い合わせ先
　出水税務署
　☎（62）0200

秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

Ｈ
本
町
で
は
、
６
月
に
農
作
業
中
に
お
け
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
９
月
か
ら
10
月
は
、
稲
刈
り
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
準
備
な
ど
で
農
作
業
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

農
作
業
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
次
の
項
目
に
注
意
を
し
て
、
安
全

対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
転
落
・
転
倒
事
故
防
止
の
た
め
、
農
道
の
路
肩

や
側
溝
回
り
、
農
地
の
畦
際
は
草
刈
を
行
い
、
目
視
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
こ
の
時
期
は
、
ま
だ
日
差
し
が
強
く
、
夏
場
の
疲
れ
が
出
や
す
い
時

期
で
す
。
十
分
な
休
養
を
と
り
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
無
理
な
く
農
作
業

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
農
業
機
械
の
道
路
で
の
走
行
時
は
、
低
速
走
行
と
一
時
停
止
な
ど
を

心
が
け
、
他
の
車
両
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
際
は
、
も
し
も
の
転
落
・
転
倒
に
備
え
、

必
ず
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
を
正
し
く
装
着
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

紐
付
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
地
へ
の
侵
入
路
や
路
肩
な
ど
段
差
の
あ
る
場
所
で
は
、
機
械
の
転

落
・
転
倒
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
出
か
け
る
前
に
家
族
な
ど
に
一
声
か
け
、
作
業
は
明
る
い
う
ち
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

●
く
れ
ぐ
れ
も
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
に
、ゆ
と
り
を
も
っ

て
無
理
の
な
い
農
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大
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 さあはじめよう介護予防④
［低栄養防止編］

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と

は
、
体
力
を
養
っ
て
衰
弱
を
防

ぎ
、
食
事
を
楽
し
む
こ
と
は
食
欲

増
進
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

若
さ
と
元
気
を
保
つ
食
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
】

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
た
ん
ぱ
く
質
が

多
く
含
ま
れ
る
食
品
を
食
べ
ま

し
ょ
う
。

▼
油
や
バ
タ
ー
を
使
っ
た
料
理
が

不
足
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
主
食
と
主
菜
を
毎
日
食
べ
ま

し
ょ
う
。

▼
三
食
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
、

欠
食
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
食
欲
が
な
い
時
は
好
き
な
も
の

だ
け
で
も
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼
牛
乳
は
毎
日
飲
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
1
カ
月
に
1
度
は
体
重
を
計
り

ま
し
ょ
う
。

▼
脱
水
症
状
の
予
防
の
た
め
水
分

を
十
分
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

▼
や
わ
ら
か
く

▼
噛
み
切
り
や
す
く

▼
飲
み
込
み
や
す
く

①６カ月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか。
　　　　　　　　　　　■はい　  　　　□いいえ

②体重（体格）指数＝ＢＭＩ
　ＢＭＩ ･･･ 体重□㌔÷身長□㍍÷身長□㍍
　※例えば体重 60 ㌔、身長 165 ㌢（1.65 ㍍）の場合
　　［60 ÷ 1.65 ÷ 1.65 ＝ 22］

■ 18.5 未満　□ 18.5 以上

※■に該当する場合は、地域包括支援センターまでご
相談ください。

食
生
活
で
活
力
増
進

あなたの栄養状態をチェックしてみましょう。

◎問い合わせ先
　地域包括支援センター　（保健衛生課内）
　☎（86）1111［内線 1161］
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８
月

１
日　
　
　

 

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

３
日　
　
　

 

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
要
望

（
薩
摩
川
内
市
）

５
日　
　
　

 

出
水
支
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

（
阿
久
根
市
）

６
日　
　
　

 

全
体
朝
礼
・
町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

８
日　
　
　

 

御
八
日
踊
り
（
町
内
一
円
）

９
日　
　
　

 

消
防
職
員
救
助
技
術
全
国
大
会
出
場
報
告

（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

沿
岸
防
犯
連
絡
協
議
会
（
阿
久
根
市
）

　
　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

10
日　
　
　

 

道
の
日
奉
仕
作
業
出
発
式

（
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

　
　
　
　
　

 

町
老
連
単
老
会
長
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

12
日　
　
　

 

大
字
平
尾
公
民
館
長
懇
談
会
（
平
尾
）

16
日　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
支
給
（
長
島
町
役
場
）

17
日　
　
　

 

海
難
没
故
者
慰
霊
祭
（
薄
井
漁
港
）

18
日　
　
　

 

町
商
工
会
夏
祭
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

（
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

19
日　
　
　

 

防
災
訓
練
（
鷹
巣
ダ
ム
）

　
　
　
　
　

 

蔵
之
元
迫
ノ
前
線
竣
工
祝
賀
会（
蔵
之
元
）

20
日　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

汐
見
線
災
害
査
定
（
汐
見
）

22
～
23
日　

 

日
本
港
湾
協
会
九
州
支
部
連
合
会
通
常
総

                      

会
・
懇
親
会
（
佐
賀
県
）

23
日　
　
　

 

北
薩
地
域
農
業
を
語
る
会

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

24
日　
　
　

  

国
土
交
通
省
鹿
児
島
事
務
所
長
来
庁

（
長
島
町
役
場
）

24
～
25
日　

 

獅
子
島
の
未
来
を
描
く
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
獅
子
島
）

26
日　
　
　

 

な
が
し
ま
恵
比
寿
市
（
茅
屋
漁
港
）

27
～
28
日　

 

環
境
省
へ
要
望
活
動
（
東
京
都
）

29
～
31
日　

 

九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会
・
会
長
会
・

                       

理
事
会
（
熊
本
市
）

30
日　
　

 　

鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会
（
日
置
市
）

秋の風を
長島路で感じてみませんか

　町では、 第 7 回長島トライジョギング大

会を開催します。

　種目は、子供から大人まで一緒に楽しめる

1.5 ㌔ファミリーコースと、小・中学生の体

力づくりに適した３㌔コース、ジョギングを

楽しみたいかたに適した 10 ㌔コースを準備

しています。走り終えた後は、昼食と長島の

特産品がもらえる「お楽しみ抽選会」が実施

されます。

　参加の申し込みは、大会公式ホームページ

（http://www.e-marathon.jp/tryjog/） か ら 申 し

込みされるか、大会事務局へ問い合わせくだ

さい。

○大会日　　10 月 28 日（日）

       　　　　  午前９時 40 分～（開会式）

○コース　　1.5 ㌔、3 ㌔、10 ㌔の 3 コース

○申込期限　９月 24 日（月）［当日消印有効］

◎問い合わせ先
　長島町教育委員会社会教育課
　☎（86）1111［内線 2233］
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武
家
屋
敷
ゆ
ら
り
と
過
ぐ
る
黒
揚
羽
　
　
　
淵
脇
　
　
護

香
水
に
た
だ
一
滴
の
力
あ
り
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

湯
上
り
の
髪
を
束
ね
て
初
浴
衣
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

声
高
に
朝
の
体
操
半
ズ
ボ
ン
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

半
ズ
ボ
ン
熊く
ま
そ襲
は
深
き
毛
を
遺の

こ

し
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

祖
母
が
縫
ひ
母
が
洗
ひ
し
浴
衣
着
る
　
　
　
中
橋
　
藤
七

夏
盛
り
五
体
満
足
の
嬰や
や

を
抱
く
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

停
電
と
な
る
も
な
ら
ぬ
も
半
ズ
ボ
ン
　
　
　
迫
口
　
君
代

節
電
に
浴
衣
を
ま
と
ひ
日
暮
ど
き
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

古
浴
衣
箪
笥
の
中
の
昭
和
か
な
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

下
駄
鳴
ら
し
浴
衣
姿
の
島
娘
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

連
日
の
暑
さ
に
耐
へ
る
亡つ

ま夫
の
墓
せ
め
て
冷
水
運
び
て
か

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

人
絶
へ
し
庭
に
紫
陽
花
咲
き
終
へ
て
今
野
牡
丹
の
花
咲
き

盛
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

一
枚
の
赤
紙
に
召
さ
れ
し
兄
偲
ぶ
吾
も
老
ひ
た
り
終
戦
記

念
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

九
十
年
見
飽
か
ぬ
入
陽
の
感
動
に
い
つ
ま
で
も
見
む
今
日

も
佇
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

強
ひ
ら
れ
て
嫁
ぎ
ゆ
く
姉
の
胸
の
な
か
夕
食
の
椀
に
落
と

す
涙
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

渓た
に

深
く
緑
色
な
す
黒
部
川
白
き
砂さ

す州
に
も
流
れ
の
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

空
と
海
茜
に
染
め
て
沈
み
ゆ
く
夕
日
み
と
れ
り
峠
暮
る
る

ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

わ
が
植
ゑ
し
緑
の
カ
ー
テ
ン
葉
群
よ
り
十
六
夜
の
月
冴
へ

る
を
眺
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

［
短
歌
］

我
事
は
人
は
知
ず
と
我
知
る
や
間
違
い
な
き
我
成
す
事
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

外
燈
の
あ
か
り
に
浮
か
ぶ
五
分
咲
の
百
日
紅
房
柔
ら
か
に

ゆ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

［
俳
句
］

台
風
去
り
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
あ
ち
こ
ち
に　
　

宗
方　

清
明

立
秋
や
ま
だ
熊
蝉
の
声
盛
ん　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

と
し
ょ
か
ん
ラ
イ
オ
ン

ミ
シ
ェ
ル
・
ヌ
ー
ド
セ
ン  

作

　図書館には誰でも入れます。
ライオンでも？ある日、町の図
書館に大きなライオンがやって
来ました。ライオンは、きまり
を守れるのでしょうか？

ボ
ー
ル
コ
ロ
ゲ
テ
　
ス
ポ
ー

ツ
の
俳
句
　
　
　  
村
井  

康
司  

著

　俳句は、世界でいちばん短い
詩です。この本には、いろいろ
なスポーツの俳句が収録されて
います。

陽
の
匂
う
洗
い
ざ
ら
し
の
下
着
に
は
元
気
を
呉
れ
る
根
元

が
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

夕
潮
の
上
り
来
た
れ
る
小
浜
川
濁
る
水
面
を
跳
ぬ
る
魚
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

抗
癌
剤
治
療
に
そ
の
身
保
ち
い
る
人
は
帽
子
を
い
く
つ
も

持
て
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

生
命
保
険
勤
め
く
れ
た
る
人
死
に
て
そ
の
後
ま
も
な
く
解

約
を
な
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

七
十
を
過
ぎ
て
己
れ
の
限
界
を
知
り
し
よ
り
夢
を
見
る
こ

と
の
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

味
噌
仕
込
み
終
え
し
日
の
暮
れ
お
り
お
り
に
吾
の
体
に
麹

が
匂
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

初は
つ
ひ
ま
ご

曾
孫
の
女
児
誕
生
の
知
ら
せ
に
も
離
れ
住
む
わ
れ
実
感

わ
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

ゆ
ら
め
き
し
藻
を
か
き
わ
け
て
海う

に胆
を
穫
り
し
わ
れ
若
き

日
の
夢
を
見
て
ゐ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

め
ぐ
り
来
る
盆
明
け
亡つ

ま夫
の
七
回
忌
娘
は
万
端
調と

と
のへ
く
る

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

磯
浜
に
潮
の
満
ち
来
る
日
暮
れ
ど
き
岩
場
に
立
ち
て
カ
サ

ゴ
釣
り
上
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

台
風
を
避
け
て
港
に
船
居
ら
ば
海
広
々
と
波
光
る
の
み　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

か
き
氷
口
に
含
み
て
爽
や
か
に
少
女
の
頃
の
夏
甦
よ
み
が
へる　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子
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第
７
回
長
島
町
総
合
文
化
祭

参
加
者
募
集 

　

本
町
で
は
、
長
島
町
総
合
文
化

祭
を
開
催
し
ま
す
。
出
品
、
出
演

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
社
会
教

育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
特
に
展
示
作
品
は
誰
で
も
出

品
で
き
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
出
品

く
だ
さ
い
。

○
展
示
の
部

　

・
日
時

　
　

11
月
10
日（
土
）～
11
日（
日
）

　

・
会
場
＝
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

　

※
出
品
物
は
、
11
月
９
日
（
金
）

　

に
各
自
会
場
に
持
参
く
だ
さ
い
。

○
舞
台
芸
能
の
部

　

・
日
時

　
　

11
月
10
日
（
土
）
前
夜
祭

　
　

11
月
11
日
（
日
）

　

・
会
場
＝
町
文
化
ホ
ー
ル

     

・
出
演
申
込
期
限

       

9
月
26
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

文
化
講
演
会
「
い
っ
こ
く
堂
の

人
権
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
開
催

　

町
で
は
、
文
化
講
演
会
と
し
て

「
い
っ
こ
く
堂
の
人
権
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
講
演
は
腹
話
術
シ
ョ
ー
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
開
催
日
時
＝
10
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
～

○
会
場
＝
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
入
場
料
＝
無
料

○
入
場
券
配
布
開
始
日

　

9
月
1
日
（
土
）
～

○
入
場
券
配
布
所

　

社
会
教
育
課
、
町
文
化
ホ
ー
ル
、

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

行
政
相
談
所
が
開
設

　

10
月
15
日
か
ら
21
日
は
行
政
相

談
週
間
で
す
。
行
政
に
つ
い
て

困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い

こ
と
を
行
政
相
談
員
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時
＝
10
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
正
午

○
会
場

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

青
少
年
研
修
室

○
行
政
相
談
員

　

池
田　

尚
正
氏
（
指
江
集
落
）

　

下
平　

隆
康
氏
（
矢
堂
集
落
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

第
16
回
出
水
商
業
デ
パ
ー
ト

開
催

　

出
水
商
業
高
等
学
校
で
は
、
第

16
回
出
水
商
業
デ
パ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
デ
パ
ー
ト
は
高
校

生
の
手
づ
く
り
百
貨
店
で
す
。
生

徒
が
真
心
サ
ー
ビ
ス
で
お
迎
え
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
＝
10
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

○
会
場

　

出
水
商
業
高
等
学
校
体
育
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
市
立
出
水
商
業
高
等
学
校

　

☎
（
67
）
１
０
６
９

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

法
務
局
で
は
、
い
じ
め
に
悩
む

児
童
・
生
徒
に
対
し
、
問
題
の
解

決
や
救
済
に
取
り
組
む
た
め
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
と
し
て
、

電
話
で
全
国
共
通
の
無
料
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
無
料
相
談
電
話

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
８
４

出
水
郡
医
師
会
文
化
事
業
の

ご
案
内

　

出
水
郡
医
師
会
で
は
、
地
域
住

民
の
健
康
の
維
持
増
進
と
疾
病
の

啓
発
、
文
化
活
動
を
目
的
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
＝
９
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

○
場
所
＝
出
水
市
文
化
会
館

○
内
容

［
一
部
］
阿
久
根
市
民
病
院
立
石

繁
宜
副
院
長
の
講
演

［
二
部
］
元
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
監
督
古
田
敦
也
氏
の
講
演

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
郡
医
師
会
立
阿
久
根
市
民
病
院

　

☎
（
73
）
１
３
３
１

法
務
局
休
日
相
談
所
が
開
設

　

法
務
局
で
は
、
休
日
に
「
全
国

一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
日

に
法
務
局
の
相
談
窓
口
な
ど
を
利

用
で
き
な
い
か
た
の
利
便
性
を
図

る
と
と
も
に
、
相
談
を
通
し
て
広

く
住
民
の
か
た
が
た
に
法
務
局
の

所
掌
事
務
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

○
開
催
日

　

９
月
23
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

　

※
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で

○
開
催
場
所

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

○
相
談
内
容

　

登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
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人
権
な
ど

○
相
談
員

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

職
員

○
予
約
＝
不
必
要

○
相
談
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学

習
案
内

　

出
水
養
護
学
校
で
は
、
障
害
の

あ
る
幼
児
お
よ
び
児
童
生
徒
と
そ

の
保
護
者
な
ら
び
に
教
育
関
係
者

な
ど
に
対
し
て
、
教
育
内
容
や
指

導
方
法
な
ど
を
広
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
体
験
学
習
を
実
施

し
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
16
日
（
火
）

　

午
前
８
時
50
分
～午

後
0
時
10
分

　

※
教
育
相
談
を
受
け
る
か
た
は

　

午
後
２
時
30
分
ま
で

○
対
象
者

　

・
平
成
25
年
度
就
学
予
定
の
幼

　

児
と
そ
の
保
護
者

　

・
現
在
小
学
校
６
年
、
中
学
校

　

３
年
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生

　

徒
と
そ
の
保
護
者

　

・
教
育
関
係
者
等

　

※
右
記
以
外
の
未
就
学
児
、
小

　

学
校
１
年
か
ら
５
年
、
中
学
１

　

年
、
２
年
の
か
た
は
、
随
時
実

　

施
し
て
い
る
教
育
相
談
で
個
別

　

に
対
応
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

９
月
３
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）

○
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
が
不
足
す
る
場

合
は
、
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
係

　

☎
（
63
）
３
４
０
０

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
25
年
度
入
校
者
募
集

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
25
年
度
の
一
般
入
校
者

を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
科
名

　

電
気
設
備
科
（
定
員
20
名
）

○
訓
練
期
間
＝
２
年

○
応
募
資
格
＝
高
等
学
校
卒
業
者

（
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）
若
し

く
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
か
た
。

○
願
書
受
付

　

10
月
１
日
（
月
）
～
19
日
（
金
）

○
試
験
日
＝
11
月
５
日
（
月
）

○
試
験
科
目

　

筆
記
試
験
（
現
代
文
・
数
学

Ⅰ
）、
面
接

○
試
験
会
場

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

○
合
格
発
表
＝
11
月
16
日
（
金
）

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

９
月
24
日
（
月
）

　

10
月
９
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

訓
練
科

　

☎
０
９
９
４
（
44
）
８
６
７
４

贈
与
税
納
税
猶
予
制
度
が
改
正

　

農
地
な
ど
に
は
、
相
続
税
と
贈

与
税
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
、

経
営
の
継
承
や
農
業
後
継
者
の
育

成
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
24
年
4

月
か
ら
、
農
地
の
永
続
的
な
確
保

と
有
効
利
用
の
徹
底
を
目
指
す
観

点
か
ら
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

受
贈
者
が
農
地
を
貸
し
付
け
て
も
、

納
税
猶
予
が
継
続
さ
れ
る
改
正
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

○
贈
与
者
の
要
件

　

農
地
な
ど
を
贈
与
し
た
日
ま
で

引
き
続
き
3
年
以
上
農
業
を
営
ん

で
い
た
個
人

○
受
贈
者
の
要
件

　

・
贈
与
者
の
推
定
相
続
人

　

・
農
地
な
ど
を
取
得
し
た
日
の

　

年
齢
が
18
歳
以
上

　

・
農
地
な
ど
を
取
得
し
た
日
ま

　

で
引
き
続
き
3
年
以
上
農
業
に

　

従
事

　

・
農
地
な
ど
を
取
得
し
た
日
以

　

後
、
速
や
か
に
農
業
経
営
を
行

　

う
こ
と

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

今
年
も
「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」
が
全
国
の
宝
く
じ
売
り

場
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く

じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る

い
街
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢

化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

○
発
売
期
間

　

９
月
24
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

10
月
12
日
（
金
）

　

売
り
切
れ
次
第
販
売
終
了

○
抽
選
日
＝
10
月
19
日
（
金
）

○
当
選
金

　

１
等
＝
３
億
３
０
０
０
万
円

　

前
後
賞
＝
各
３
０
０
０
万
円

　

1
等
の
組
違
い
賞
＝
10
万
円

　

２
等
＝
１
０
０
０
万
円

　

３
等
＝
１
０
０
万
円

　

４
等
＝
３
０
０
０
円

　

５
等
＝
３
０
０
円

　

サ
ン
キ
ュ
ー
オ
ー
タ
ム
賞

　
　
　
　
　

３
万
９
０
０
０
円
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町の選手が部門３位までを独占
南九州ブロックＢ＆Ｇスポーツ大会

てて 20 年。山口廣松さん宅育 “青年の木” ユッカが花咲く

　８月 22 日、熊本県長洲町で南九州ブロックＢ
＆Ｇスポーツ大会が開催され、本町の選手がカ
ヌーの部門で出場しました。
　この日は、長島町から県大会で勝ち上がった
12 人が出場。競技種目は 200 ㍍タイムレースで、
100 ㍍の折り返しでタイムを競いました。出場し
た選手は、やや風のあるコンディションでしたが
日ごろの練習の成果を発揮することができ、小・
中学校全部門で上位３位を独占し、これまでにな
い快挙となりました。
　大会の結果は次のとおりです。
小学生男子［１位］中村　海斗（伊唐小）
　　　　  　［２位］鴨川　挑成（伊唐小）
 　　　　　 ［３位］  原　　龍星（蔵之元小）
小学生女子［１位］中村　朱音（伊唐小）
　　　　  　［２位］山田　綾香（蔵之元小）
 　　　　　 ［３位］下塩見理紗（蔵之元小）
中学生男子［１位］築地　瑠偉（長島中）
　　　　  　［２位］鴨川総一朗（鷹巣中）
 　　　　　 ［３位］飯尾　幸也（長島中）
中学生女子［１位］原　真由夏（長島中）
　　　　  　［２位］中村　優里（鷹巣中）
 　　　　　 ［３位］杉山　莉子（鷹巣中）

　広野集落の山口廣松さん宅で８月 20 日、“青年
の木” と呼ばれる観葉植物のユッカが花を咲かせ
ました。
　この木は、代表的な観葉植物のドラセナマッサ
ンゲアーナと同じく “幸福の木” とも呼ばれ、引
き出物でいただいてから約 20 年かかりました。
　最初は鉢植えだったものを数年前に庭に植え替
え、現在では根元から３本に分かれたユッカは背
丈が３ｍに成長しました。１つは花が咲き、残り
の２つはつぼみの状態で、毎日花が咲くのを楽し
みにしているとのことでした。
　山口さんは「今後どれだけ大きくなるのか楽し
み。“幸福の木” にあやかって長生きできたらい
いですけど」と話し、何年かに一度の花を見守り
ながら成長を期待している様子でした。

左上のユッカは花が咲き始め、残りの２本はつぼみ状態↑

本

↑県代表として
長島町から出場
した 12 人

←力強くパドル
をこぐ選手達
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人も子どもも満喫大
長島町商工会夏まつり
チビッ子広場

↑さまざまな出店
が立ち並んだ長島
町総合町民体育館
の会場

←かわいいピンク
の衣装で、バレエ
を披露する子ども
たち

　長島町商工会（古田義富会長）が主催
する、第 12 回夏まつりチビッ子広場が
８月 18 日、長島町総合町民体育館駐車
場で開かれ約 1,600 人が来場しました。
　この日、会場には金魚すくいや射的な
どの出店、かき氷、焼き鳥などの屋台が
立ち並び、ペーパー引きやラムネの早飲
み競争なども行われ、会場は大いに盛り
上がりました。
　舞台では、子どもらによる踊りや歌、
バレエ、フラダンスが披露され、会場か
らはたくさんの拍手が送られました。ま
た最後には、一等にゲーム機が準備され
た福引大会も実施され、恒例のチビッ子
広場は大盛況となりました。
　古田会長は「子どもたちが楽しみにし
ている祭り。今日は大いに楽しんで、夏
休みの思い出にしてもらいたい」と話し
ました。

本代表が子どもらに指導
Ｂ＆Ｇカヌー教室日

　８月２日、日本代表依田伸一朗選手によるカヌ
ー教室が、蔵之元漁港内にあるＢ＆Ｇ海洋センタ
ー艇庫前で行われました。
　会場には、町内の小 ･ 中学生 27 人が参加。カ
ヌーの特性やこぎかた、注意点などの指導後、数
名ずつの隊列を組んだ練習が行われました。
　この日は、レース用のカヌーを使った練習もあ
り、依田さんは参加者らにコツなど教えながら乗
船させていました。湾内では、不安定となり横転
する参加者や初めてにもかかわらずうまく乗りこ
なせる参加者など楽しい時間となっていました。
　参加した長島中学校３年の上瑞伎くんは「レー
ス用のカヌーは難しかったけどトップ選手の指導
は勉強になった」と満足の様子でした。経験者には、レース用のカヌーを用いて指導する依田さん↑
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（　）内は前月比

11,471(    -7)
  5,533(   +1)
  5,938(   -8)
  4,460(   +5)

平成 24 年 8 月 31 日現在

　

県
内
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
設
計
業
な
ど
を
手
が
け
る

か
た
が
た
に
よ
る
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
８
月
９
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
１
４
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
本
町
内
の
ぐ

る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
、
約
２
・
３
㌔
に
ケ
イ
ト
ウ
の

苗
、
約
５
０
０
０
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
、

沿
道
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
い
う
町
の
取
り
組
み
に

賛
同
。
午
前
９
時
30
分
か
ら
５
班
に
分
か
れ
、
大
粒
の
汗

を
流
し
な
が
ら
半
日
か
け
、
車
道
脇
に
約
50
㌢
間
隔
で
植

え
付
け
て
い
ま
し
た
。

春の長島路を
花いっぱいに

　

町
民
を
対
象
と
し
た
秋
の
種
ま
き
講
習
会
が
８
月
28
日
、
川

床
ふ
れ
あ
い
広
場
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
30
人
。
阿
久
根
市
で
花
農
家
を
営
む
鶴

田
浩
一
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
パ
ン
ジ
ー
や
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、

ポ
ピ
ー
な
ど
10
種
類
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。
鶴
田
さ
ん
は
「
こ

の
時
期
の
種
ま
き
は
涼
し
い
環
境
を
つ
く
り
、
芽
が
出
や
す
い

よ
う
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
参
加
者
に
指
導
し
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
「
元
気
な
芽
が
出
て
ね
」
と
声
を
か
け

な
が
ら
や
さ
し
く
丁
寧
に
水
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

花
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
い
つ
で
も
景
観
推
進
課
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
内
線
１
２
６
７
］

町
内
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
で

植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一鉢ずつ丁寧に植えつけるボランティアの皆さん

講師から指導を受け、種をまく受講者
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
8
月
19
日
、
子
ど
も
が
通
う
小

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
内
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
11
人
の
小
規
模
校
の

た
め
、
親
も
子
ど
も
も
、
先
生
が

た
も
全
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
草

刈
や
枝
切
り
、
校
庭
の
整
地
な
ど

４
時
間
あ
ま
り
か
か
り
、
く
た
く

た
に
。
し
か
し
、
雑
草
が
な
く
な

り
、
き
れ
い
に
な
っ
た
運
動
場
を

見
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
精

一
杯
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
で
き
た
こ

と
が
う
れ
し
く
、
充
実
し
た
時
間

と
な
り
ま
し
た
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

  ９/３０ ５ ６

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０  ３１   11/１   11/２   11/３

１ ２ ３ ４

２０１２10
◎特定・胃がん検診

（町文化ホール）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎特定・胃がん検診
（町文化ホール）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定・胃がん検診
（保健福祉センター）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

◎就学時健診
（開発総合センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎特定・胃がん検診
（保健福祉センター）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎特定・胃がん検診
（保健福祉センター）

◎就学時健診
（文化ホール）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○出水病院 62-0419
○阿久根眼科 72-0040
○こどもクリニック永松64-1500
○橋口歯科医院 73-0508
◇こどもクリニック永松64-1500
□かしま薬局 63-3970
□高松薬局 73-4002
□しおかぜ薬局　88-6011

　　　体育の日

○平尾診療所 88-2595
○出水眼科 62-8350
○林胃腸科外科 73-3639
○境田医院 67-2600
○こじま歯科医院 63-4618
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□阿久根薬局 72-1017

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ＢＣＧ予防接種
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）
（城川内・指江・下山門野）

○飯尾医院 88-5040
○キッズクリニック 63-7707
○植村整形外科 72-1041
○福永内科循環器科 62-8200
○脇本病院 75-2121
○こじま歯科医院 63-4618
◇キッズクリニック 63-7707
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□会営薬局阿久根店 72-5060

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○つかさとクリニック 67-5560
○有村産婦人科・内科 73-4180
○二宮医院 62-0167
○宮薗歯科医院 73-3222
◇二宮医院 62-0167
□いまがま調剤薬局 65-7550
□さかえまち薬局 72-0978
□長島調剤薬局 64-5555

◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎子宮がん・乳がん検診
（町文化ホール・保健福祉センター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）
（城川内・指江・下山門野）

○長島クリニック88-6405
○よう皮ふ科医院 63-1112
○上園医院 73-1055
○東医院 67-1861
○徳森歯科医院 67-3608
◇出水総合医療センター67-1611
□あすか薬局 63-7322
□あじさい薬局 67-2055
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 10月８日は体育の日です。
　体育の日は「スポーツにしたしみ、健康な心身をつちかう」ことを趣旨としています。1964 年東京オリンピックの開会式のあった 10 月 10 日を、1966
年（昭和 41 年）から国民の祝日としました。2000 年（平成 12 年）からは「ハッピーマンデー制度」の適用により、10 月の第 2月曜日となっています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


